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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　特に断りのない限り、本発明において使用される「アリール基」という用語は、炭素原
子数が好ましくは6～14の、1つ又は2つ以上の縮合環を有する芳香族炭素環式基を意味す
る。アリール基は随意選択的に、例えばハロゲン原子、アルキル基、CN、NO2、NRIV2、CO
ORIV、SO3H、ORIV及びSRIV(各RIVは独立して水素及びアルキル基から選択される)から選
択された1つ又は2つ以上の置換基(好ましくは0～3つ)を含む。上記定義はアラルキル基の
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アリール単位にも当てはまる。例は、フェニル、トリル、キシリル、2-又は4-アルキルフ
ェニル、例えば2-メチルフェニル、4-エチルフェニル及び4-t-ブチルフェニル、2-又は4-
アルコキシフェニル、例えば2-メトキシフェニル、4-メトキシフェニル、4-ジアルキルア
ミノフェニル、ナフチル及び4-アルキルナフチルを含む。好ましい例は、随意選択的に置
換することができるフェニル基及びナフチル基である。上記定義はアリーレン基(すなわ
ち二価芳香族基)にも当てはまり、その例は、1,4-フェニレン、3-メチル-1,4-フェニレン
、2-メトキシ-1,4-フェニレン、1,3-フェニレン、4-シアノ-1,3-フェニレン、1,4-ナフチ
レン、1,5-ナフチレン、4-ジメチルアミノ-1,5-ナフチレン、及び9,10-フェナントレニレ
ン(特に好ましいのは、1,4-フェニレン及び1,3-フェニレン)である。
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